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DX 時代の働き方と働く場  

『新しい時代における福岡の特色を活かしたまちづくり』 

 

令和 3年度 市民まちづくり研究員 矢野 裕樹 
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3．課題の整理 
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図 1 チームで事業を推進するためのコスト 

 
    

↕╠⌐₈◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi─≤╡≠╠↕₉╩ ⇔≡™ↄ≤⁸ᵑ♠כꜟ─ ה

ה Ɫכ♪ꜟᵒ ה ה ─ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝viii ⁸
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図 2 複雑化するコミュニケーション・コラボレーション 
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(１)ツールの多様化、利用規範、導入ハードル 

①ツールの種類が多様化 
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②ツールの利用規範 
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(2)即応性・主体性・余白 

①タスクや情報の属人化、進捗状況が不明瞭、マイクロマネジメント 
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─  
7 Google Meet│ Google⅜ ⇔√ⱦ♦○ ▪ⱪꜞ◔כ◦ꜛfi 
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４．ワークマネジメント 
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（1）ワークマネジメントとは 

ⱪ꜡☺▼◒♩╛ ─ⱪ꜡☿☻⁸ꜟ fi─♃☻◒⌂≥⁸♅כ ─№╠╝╢꞉כ◒ⱨ꜡כ

╩ ∆╢◦☻♥ⱴ♥▫♇◒⌂ ⅜ⱶכ♅⁸≢ ╩∆┌╛ↄ ∆╢√╘⌐ ⌂

╩ ∆╢⁹ ─№╠╝╢꜠ⱬꜟ╩ ∂≡ ≤ ─ ╩ ™⁸ ╙ ⌂ ╩

∆╢√╘⌐⁸ ⅜ ⌂ ╩ ⌐ ╣╠╣╢╟℮⌐∆╢↓≤⁹ 

⅜ⱶכ♅⁸√∫™≥≢↓≤⁸⌐℮╟─≤⁸╩ ╩∆╢ ╩◖ꜝⱲ꜠כ◦ꜛfi─

≢ ╖ ╦∑╢√╘⌐│⁸ ─ ≈─ ICT♠כꜟ─ ⅜ ≢№╢≤ ═≡™

╢⁹xi 

表 1 

ツールの種類 役割 

コミュニケーション  Zoom、Slack、電子メールなどコミュニケーションの種

類に合わせてツールの使い分け方を決める 

コンテンツ コンテンツのリポジトリ10はすべての情報やドキュメン

トを保管する場所。Dropbox、Google ドライブ、

OneDrive など、セキュリティ保護されたクラウド上に

仕事を保存し、共有する。 

コーディネーション 仕事の調整機能。誰がいつまでに何をするのか、といっ

た情報を明確にし、チームの取り組みの背景情報を唯一

の信頼できる情報源として提供する。 

 Asana ◘▬♩╟╡  

(2)生産性向上とイノベーションに必要不可欠な２つの要素 

╕√Asana⌐╟╢≤⁸ ≤▬ⱡⱬכ◦ꜛfi─√╘⌐ ⌂ 2≈─ ⅜⁸

◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi≤◖ꜝⱲ꜠כ◦ꜛfi≢№╢≤™℮⁹↓↓≢│⁸ ∆╢♦☺♃ꜟ◖Ⱶ

╩fiꜛ◦כ◔♬ꜙ ∆╢√╘⌐⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi≤◖ꜝⱲ꜠כ◦ꜛfi─ ⌐≈

™≡ ⇔≡⅔ↄxii ⁹ 

 

 

                                         
10 ꜞⱳ☺♩ꜞ ⁹↓↓≢─ꜞⱳ☺♩ꜞ│▬fi♃כⱠ♇♩ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ╢↓≤╩ ℮⁹ 
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表２ 

生産性向上とイノベーションを実現するためには、強固なチームワークが必須です。チームワークの形成には次の

ような 7段階があるとされており、どの段階も飛ばすことはできません。 

 

① 互いを知っている 

第 1段階はお互いを知っている状態です。"知り合い"や"顔見知り"の状態にあります。 

② 話をする 

第 2段階は知り合った人と会話を交わしている状態です。 

③ 互いを理解する 

お互いの違いや価値観を認め、相手を"understand（理解）"している状態です。 

④ 共通のゴールを持つ 

集合体・組織のゴールや目的が共有されている状態です。 

⑤ 相談する 

チームで新しい価値を生み出すために、互いに相談し合う段階です。 

⑥ 協力する 

対立や葛藤を乗り越え、共通のゴールに向かって協力する段階です。 

⑦ 新しい価値を共に生み出す 

チームワークの最終段階は、既存の枠組みを超えて新たな価値を創造している段階です。 

①〜③がコミュニケーション、④が共通目的、⑤〜⑦がコラボレーション 

 Asana ◘▬♩╟╡  

↓↓╕≢ ≤⇔≡ ⌐ ─◒כ꞉♩כ⸗ꜞ╢™≡╣╦ ╩ ∆╢≤≤╙

⌐ ─ ╩ ∫√⁹꞉כ◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩─ ╩ ≤⇔⁸ICT♠₈╢╟⌐ꜟכ◖

Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfiה◖fi♥fi♠כ◖ה♦▫Ⱡכ◦ꜛfi₉⁸₈◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi≤◖ꜝⱲ꜠

℮™≥fi₉ꜛ◦כ ─ ╩ √⁹ŋ ≤ ─≈⌂⅜╡⅛╠◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfiה◖ꜝⱲ

╩☻▫♥◒ꜝfi─ⱬ☻♩ⱪꜛ◦כ꜠ ╠⅛⌐∆╢↓≤ᵒ♦☺♃ꜟ♠כꜟ─ ≤

─ ╩ ╠⅛⌐∆╢≤™℮ ≈─ ╩ ⇔√⁹ 

 

5．ヒアリング調査_福岡市内で起業したベンチャーやスタートアッ

プの中で ICT ツールをうまく活用している企業・チームを中心に 
 

─ ──∟⌐⁸ ⌂ ⌐ⱶכ♅╛ ∆╢₈ ↕₉≤ ⌂ ≢─

꜠ⱬꜟ─₈ ↕₉╩ ╘╢ ─ ╩ ╠╣√⁹₈ ↕₉╩ ≈ ╩ ℮√╘

⌐│⁸ ─ ™▪fi◔כ♩─ ╛ ⌂ ⁸ ─ ⌂≥ ╕∟≠ↄ╡

≤⇔≡ ≢ ℮ ≤⇔≡│ ⌐╙ ⌐╙ ⅜№∫√√╘⁸ ─₈ ↕₉

╩ ╘≡ ╩ ℮↓≤⌐⇔√⁹ 
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─ │⁸ ≢ ⇔√ⱬfi♅ꜗכ♃☻╛כ♩▪♇ⱪ≢⁸⅛≈♦☺♃ꜟ♠כꜟ

╩℮╕ↄ ⇔≡™╢ ⱶ≤⇔⁸כ♅ה │♦ⱪ☻▬fi♃ⱦꜙ11כ≤™℮ ╩

⇔√⁹ 

ↄ╕℮╩ꜟכ♠ꜟ♃☺♦ ⇔≡™╢≤™℮ ─ⱶכ♅⁸│≡™≈⌐ ⅝ ╛

─ ╛ ↄ ╛ ─ ─ ≡⇔≥ⱶכ♅⁸≈≈╡№⅜

⌐◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfiה◖ꜝⱲ꜠כ◦ꜛfi╩ ⌂∫≡™╢⁸╕√│ ╩ ╡ ⇔≡™╢

╩ ⇔√⁹ 

⁸ ⱶ⁸כ♅╛ ╛◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfiה◖ꜝⱲ꜠כ◦ꜛfi─√╘─

╛ꜟכ♠ ↔≤─ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻12╩◐כ꞉כ♪≤⇔≡ ≢ ∆╢⁹

╕√⁸ ≤⇔≡ ⌐ ∂≡™╢ ╙ ⇔ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

⌂⅔⁸ │ ┼─ ⅛╠ ≢─ ≤⇔√⁹ 

 

図 3 

  ╩╙≤⌐  

 

 

                                         
11 ≤▬fi♃ⱦꜙ▪כ⅜ №™√™ ⇔⁸ 1 1≢ ╩⇔≡™ↄ ⁹ 
12 ─ ⁸ ─ ⁹ │⁸ ⅜ ╡ ╣√™≤ ∫√ ⌐≈™≡ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻≤

⇔√⁹ 
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図 4 

  ╩╙≤⌐  

６．事例紹介 

▬fi♃ⱦꜙכ │ ⁸∕╣∙╣─ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻⅜№∫√⁹ ─ ≢│

─ ⅛╠∕─ ╩ ∆╢─╖≤⇔⁸∕─ ─ ⌐ ⇔≡│꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╛

≢≤⌂♩ⱬfi▬◒כ♩ ∆╢ ╩ ╡√™≤ ⅎ≡™╢⁹╕√⁸ │○fiꜝ▬fi◖fi

♥fi♠≤⇔≡ ∆╢⁹ ─QR◖כ♪⅛╠ ≢⅝╢─≢ ⌐⇔≡╒⇔™⁹ 

① リモートワークに向く仕事、コミュニケーションを綿密に設計 

リアルかオンラインか？コミュニケーションコストで判断するという A 社はリモートワークが推奨される組織や仕

事の定義として、以下を設定していた。 

①仕事が型化できるか？ 

仕事が型化できるとは、先行指標と遅行指標を設定し、外部環境からの影響度合から一人当たりの影響度合いで判

断。（A社の場合は先行指標と遅行指標が３ヶ月変化しないことを条件にしている） 

初期ベンチャーやスタートアップなど仕事が型化されないチームの場合、リモートワークによるコミュニケーショ

ンコストが跳ね上がるため、オフィス集合型の働き方を選択する。 

②心理的安全性 

オンラインだけだとコミュニケーションの余白や感情面のエモーショナルへの影響で判断する。 

 

② 無料で始められる ICT ツールを役割で活用 

東京、福岡、熊本とメンバーがフルリモートで活動する B社は、「無料で利用開始できる」ものから３つの ICT を

選定。ツールは大きく３つの利用目的があるとし、コミュニケーション（チャット機能：Slack）、コーディネーシ

ョン(プロジェクト管理：Asana)、コンテンツマネジメント(資料データ保存：Google)に分けて活用していた。 
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③ オンラインコミュニケーション「場（チャンネル）」設計 

（オフラインでは人や組織で場を分けているが）オンライン場ではコミュニケーションの目的やトピックに合わせ

た「場（チャンネル）」の設計を行なっていた。 

そのためにチャットツールでは、それぞれのコミュニケーションの目的に合わせて、１チャンネル１コミュニケー

ションテーマになるようにチャンネルを細かく分けていた。 

#00_経営管理 

#00_経理・労務関連 

#00_times 

#01_プロジェクト A 

#02_プロジェクト B 

#03_プロジェクト B（非公開） 

 

また、コミュニケーションの目的やトピックと以下の要素を組み合わせて、社内コミュニケーションを ICT ツール

上に集約していた。 

＞全体公開 / 非公開 

＞経理、事務、勤怠など社内手続きごと 

＞経営、管理、メンバーなど職域 

＞関係するプロジェクトごと 

＞社内のみ / 外部パートナー含む / クライアント含む 

 

目的・目標の共有をオンラインコンテンツで常時確認ができるようにしていた。 

※インタビュー内容をもとに参考資料としてオンラインで閲覧できるようにした。 

 

④ コミュニケーションの４つの目的 

情報共有、意思決定、チームビルディング、アイデア出し 

４つの目的を理解し、なんのためにコミュニケーションをとっているかを意識しており、最終的には、意思決定を

し、次の行動を起こすためにコミュニケーションを行なっていた。 

定例的なコミュニケーションとして、毎週月曜日の午前中にチェックインミーティングを行い、目標・進捗の共有

を行っていた。ミーティングの進行方向をテンプレート化し、事前内容共有と意思決定、ネクストアクションの設

定を行っていた。 

※A 社がコミュニケーションの目的設定のために参考として紹介した書籍「日本人の知らない会議の鉄則13」。別資

料にまとめ、オンラインで閲覧できるようにした。（文末議事録テンプレート） 

                                         
≢כ꜠fi♃☻הfi●ꜟ⸗⁸ꜟ◓כ◓13₈ ╪∞ ─ ╠⌂™ ─ ₉Ⱨꜛהꜟ♩כⱨ▼ꜞ◒☻ה

◓☺Ᵽ♅  ♄▬ꜘ⸗fi♪  
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⑤ 議事録特化型コミュニケーションのススメ 

E社はプロジェクトを通して、オンラインの議事録ドキュメントを作成し、過去の議論や決定事項、その背景まで

の情報を議事録としてまとめていた。 

議事録に特化していた理由は３点 

（１）稼働時間の中でも大きな尺をとる打合せの密度最大化  

（２）無駄な動きをなくし、重要なものをはずさないためのスケジュール管理  

（３）価値を生まない業務の削除、最小化 この 3つのポイントをクリアするための大きなコツは議事録  

 

議事録とは”ただのメモではない。今やっている会議で決まった内容を共有し、次へのアクション、ゴールへとすす

めるためのもの” なんとなくの議事録は誰も真剣には読んでいない。  

議事録は参加者で承認されたエビデンスとなり、 それを書くことで会議やプロジェクトの進行をコントロールでき

る。特に若手や外部のサポート係がポジションを得るにはもっともハードルが低く、感謝され、タスクが明確にな

り、迷わずに進める。迷っても立ち戻る場所があるなど議事録特化型コミュニケーションを推奨していた。 

 

⑥ コラボレーション 

E社は「型化された業務の受発注の関係」から「チームとしての協力、価値創造」のために、「余白」の設計を行

っていた。コミュニケーションツール（Slack、Chatwork などチャットツール）に、業務委託先や提携先など守秘

義務契約を締結した上で外部パートナーも参加し、プロジェクトの目的や目標、全体進捗を権限別に情報公開を行

い、提案が行いやすい「場」の設計を行っていた。クライアントや参加メンバーとは、業務委託契約、守秘義務契

約、アライアンス契約など情報漏洩リスクに対する事前対応を行っていた。情報漏洩リスクへの対応をするととも

に、メンバーへの積極的な情報提供を行うことで、各専門性からのプロジェクトへの提案が生まれるようにしてい

た。 

 

⑦ コラボレーション時の３つのポイント 

コラボレーション時に注目するポイントとして、３つのポイントがある。 

シングルタスク化：「タスクの粒度」と表現し、各仕事を 5分〜10分で完了する作業に分解する。 

todo リスト化：リモートワークでは、タスクの進捗状況がわからない。逐一問い合わせも心理面、物理面で負の影

響。ICT ツールを使い（asana、todoist）タスクの進捗を全体共有する。 

スケジュール化：シングルタスク化、todo リスト化した上で、全体の共有カレンダー上にいつ着手するか？などタ

スク処理の「時間の確保」を行うことで、タスクの抜け漏れ、進捗状況の把握、納期遅れの事前対応を可能にして

いた。 

 

⁸▬fi♃ⱦꜙכ ─ ⅛╠ ─ ╩ ⇔√⁹∕╣∙╣─ ≢ ≤⇔≡

⇔≡™╢↓≤╙ⱥ▪ꜞfi◓ ╙ ⇔≡⅔ↄ⁹↓╣╠─ ─ⱶכ♅⁸│≢ ╩

┌∆◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi─ ╡ ⌐ ⇔⁸ ≤ ─≈⌂⅜╡─ ≢ ╛

╩≥℮ ╢⅛╩ ≤⇔⁸ ≤ ICT ─ꜟכ♠ ⌐╟╡₈ꜞ▪ꜟ₉⌂ ╩
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ה ╩ ⇔≡™√⁹╕√⁸ ≤⇔≡│ ∆╢○fiꜝ▬fi◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi

─₈ ─ ₉╙⁸ ↕╣√ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╛ ⌂≥│ ≢№╢≤⇔⁸ ≢

↕╣╢↓≤⌐ ≤ ∂╢ ╙№∫√⁹ 

 

7．実証実験_インキュベーション施設「ワークマネジメントラボ」 

⅜ ∆╢ ⌐№╢▬fi◐ꜙⱬכ◦ꜛfi ╩꞉כ◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩

ꜝⱲ≤⇔≡ ⁹▬fi♃ⱦꜙכ ≢─ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻╩ ╛ ⱪ꜡☺▼

◒♩ⱷfiⱣכ⌐●▬♪ꜝ▬fi≤⇔≡ⱡ►Ɫ►─ ╩ ∫√⁹ 

─ │ 2021 10 ₩2022 3 ≢⁸ᵑ ⅜ ⇔√↓≤ᵒ ─

⌐⌂∫√↓≤ᵓ⅔╟┘ ∆╢↓≤≢ ⅜ ⇔√↓≤╩╕≤╘√⁹ 

⌂⅔⁸↓─ ⌐ ∆╢ ─ │⁸ ⱶ─₈כ♅⌐ ₉╛₈ⱪ꜡☺▼◒♩₉

⌐⅛⅛╢ ╩ ─ ╩ ⇔√○fiꜝ▬fi◌꜠fi♄כ╩╙≤⌐∕─ ה ╩

⇔√╙─≢№╢⁹ ≢─ ╠⅛≤⌂∫≡™╢ ≤ ∆╢ ╙№∫√⁹ 

生産性向上 

① 20分程度のオンラインミーティングの頻度が高いチームでは、一回のミーティングに１時間以上の時間をかけ

るチームに比べて、プロジェクトが進捗しやすいと感じた。 

② 同じ ICT ツールでのデジタル・コミュニケーションを前提として活動することで、チームでのコラボレーショ

ンの効率化、新しくコラボするチーム同士での導入・運用開始のスピードやコスト面での効率化が見られた。 

③ 実証実験期間中に、福岡市内からうきは市に移住するメンバーもいたが、福岡市内で活動している時と同じ生

産性を維持している。 

生産性低下 

① すべてのプロジェクトで生産性が向上したわけではない。 

週に一度のオンライン定例MT でしか、プロジェクトの全体像を把握する機会がないチームでは、タスクに忘

れや遅れが多発していた。 

② コミュニケーションの目的が設定されていない場合、ネクストアクション（次の行動）につながらず、「いい

意見の出し合い」で売上や生産性の向上にはつながらなかった。 

③ ツール利用の徹底が行われない、または、一方的な情報発信のみを重ねた場合、業務遂行のみならずチームの

信頼関係にも悪影響だと感じる状況に直面することもあった。 

④ 新しくプロジェクトを起こしたチームは、事業コンセプトやサービスの開発など、新しいアイデアを出すこと

が必要な場面で時間がかかっていた。（業務が型化されていない場合は顕著にプロジェクトの進捗に時間がか

かった。） 

導入の課題 

① 新しくプロジェクトチームに入るメンバーには、ICT ツール利用の方法やコミュニケーション規範を教授する

時間を特別に作り、著者がハンズオン（伴走型）で使い方に慣れるまでのサポートを行なった。導入の課題と

しては、使い方を学ぶ・慣れる機会の創出が負担となった。 
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8．ガイドラインの作成 

ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻─▬fi♃ⱦꜙכ ⁸꞉כ◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ꜝⱲ≢─ ╩ ∫

√ ≢⁸ ─ fiꜛ◦כ꜠fi≤◖ꜝⱲꜛ◦כ◔♬ꜙⱶ─◖Ⱶכ♅╢↑⅔⌐ ╩

ꜟכ♠ꜟ♃☺♦₈⌐╘√╢∆ ●▬♪ꜝ▬fi₉≤™℮ ≢ ⇔√⁹ 

⌂⅔⁸ ╛ │ ₁ ⅝⌂ ⅜ ↕╣╢√╘⁸ ●▬♪ꜝ▬fi╙⁸ 

∕─╟℮⌂ ─ ⌐ ∆═ↄ ⇔╩ ∫≡™ↄ⁹  

 

本ガイドラインは６つの項目から構成される。 

（１）ガイドライン設定の目的 

（２）リモートワークが推奨される仕事や組織の理解 

（３）基盤となる ICT ツールの選定 

（４）コミュニケーション規範の設計 

（５）コラボレーションツールの設計 

（６）スタッフオンボーディング 

 

（１）ガイドライン設定の目的 

□リモートワーク環境化で、チームメンバー構成員が、目的・目標を共有し、 

□必要な情報を必要な時に、必要な形で取り出せるようにデジタルツールを活用し、 

□コミュニケーション（情報共有、意思決定、チームビルディング、アイデア出し）と 

□チームが主体性を発揮し、コラボレーション（協力や新しい価値の創造）をすることで、 

□プロジェクトや進行中のプロセス、ルーチンタスクなどのワークフローを整理し、事業の生産性を高めること 

 

（２）リモートワークが推奨される仕事や組織の理解 

□仕事が型化されているか？（ 先行指標と遅行指標に 3ヶ月変化がない） 

□チーム構成員に多様な働き方と働く場の選択肢があり、デジタルに対するリテラシーやデジタルを前提とした組

織文化、生産性向上への意欲を持っているか 

□オンラインでコミュニケーションを適宜取る余白の文化があるか 

□目的や目標の共有など情報やコンテンツをどの場所からでも、階層や権限ごとの粒度により取り出せる状態にあ

るか 

ה ⅜  ☻כ◔⌂

ᾜ ┼─ ─ ⅜ ╡ ↕╣╢ │⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi◖☻♩⅜ ⌡ ⅜

╢√╘⁸○ⱨ▫☻ ─ ╩ ∆╢⁹ 

ᾜ♦☺♃ꜟ╩ ⌐⇔⌂™ ≢⁸◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi─╖╩♦☺♃ꜟ ⇔≡╙ ╛Ɫ

ꜝ○♅ ─ ≢ │ ∆╢⁹ 
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（３）基盤となる ICT ツールの選定 

□コミュニケーションツールと選定 

□コラボレーション（コーディネーション）ツールの選定 

□コンテンツツールの選定 

 

（４）コミュニケーション規範の設計 

□オンライン上ではコミュニケーションの目的やトピックに合わせた「場（チャンネル）」の設計を行う 

□コミュニケーションが刹那的にならないように議事録などコミュニケーションの歴を残す 

□コミュニケーションには４つの目的があることを理解し、意思決定と次の行動を起こすにつなげる 

□基盤となる ICT ツールには役割があることを理解し、適切なツール、チャンネルでコミュニケーションをする 

□ミーティングの際はアジェンダ（議題）を決め、事前にクラウドで資料の共有や準備を行う 

□即応性（ベロシティ）に合わせて、至急対応か否かに合わせコミュニケーションツールを選択 

ה ⅜  ☻כ◔⌂

ᾜ ≤⌂╢ ICT ╩ꜟכ♠ ⅜כⱶⱷfiⱣכ♅⁸╙≡⇔ ꜙⱵ◖≢ꜟכ♠⌂╕↨╕↕

╩fiꜛ◦כ◔♬ ∫≡™╢⁹ 

ᾜ ♅ꜗfiⱠꜟ ⌐ ─⌂™ ╛ ╩⅔↓⌂℮ⱷfiⱣ⁹╢™⅜כ 

ᾜ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi─ ⅜⌂™ ≢⁸ ╩ ℮⁹ 

ᾜⱵכ♥▫fi◓╕≢ ⅜ ⅛ ╕∫≡™⌂™⁸Ⱶכ♥▫fi◓⅜ ─ ╖ ╦∑ ⌐

⌂∫≡™╢ 

ᾜ ⌐ ╩⇔≡™╢ⱷfiⱣכ ≢⁸ ≡⌐ ꜠☻ⱳfi☻╩ ╘╢ 

 

（5）コラボレーションツールの設計 

□経営ダッシュボードとして、目的・目標を経営・管理など階層ごと目標、進捗管理を視える化 

□型化された業務の受発注の関係（受け身）からチームとしての協力、価値創造のために、「余白」を設計 

□業務委託や守秘義務契約、アライアンス契約など情報漏洩リスクへの対応 

□シングルタスク化：タスクの粒度を 5〜１５分単位で終わる作業に分解 

□todoリストの活用：ICT ツールを使い（asana、todoist など）タスクの進捗を全体共有、タスクの進捗を視える

化 

□スケジュール化：タスク化、todo リスト化した上で、全体の共有カレンダー上にいつ着手するのかのタスク処理

の「時間の確保」を行う。タスクの抜け漏れ、進捗状況の把握、納期遅れの事前対応が可能に。 

ה ⅜  ☻כ◔⌂

ᾜ♅כⱶ─ ╛ ⅜ ↕╣≡™⌂™ќ ↑ ╢⌂⌐ⱶכ♅─  

ᾜ ╩ ╦↕⌂™⌂≥⁸ ⌐ ∆╢☿◐ꜙꜞ♥▫┼─  

ᾜ↨∫ↄ╡≤⇔√ ╩ ∑∫⅝╡⁸ ╩⇔⌂™⁸╕√│ ╩⇔∆⅞╢⁹ 
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（6）スタッフオンボーディング 

□コミュニケーション・コラボレーションの設計を行なったのちに、定着させる 

□明文化された規範や運用マニュアル 

□規範と運用マニュアルを使った指導 

□ICT ツールの基礎的な使い方のハンズオン（伴走）支援 

・ ⅜  ☻כ◔⌂

ᾜ♅כⱶ ≢ ╩ ╠⌂™ⱷfiⱣכ╩ ∆╢ 

ᾜ ⁸≥╙─ꜟכꜟ─ ≢ ╩ ╢ 

ᾜICT♠כꜟ─ ⌂ ™ ╩ ⇔⌂™ 

 

9．今後の課題・継続調査 

ꜟכ♠ꜟ♃☺♦⁸₈ ●▬♪ꜝ▬fi₉≤™℮ ≢ ∆═⅝ ╩ ⇔√⁹∕╙

∕╙⁸ ┼─▬fi♃ⱦꜙכ≤™℮ ≢ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻≤ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢⅛│

⇔⌂↑╣┌™↑⌂™⁹√∞⇔⁸ ╕∟≠ↄ╡ ≤⇔≡─ ─ ╩ ⅎ⁸

≢ ⇔⁸ ─ ⅛╠ ⇔√ ╩ ⌐ ∆╢↓≤≢⁸ ⌂⅛╠

∏ ╩ ∂≡™╢⁹ ╩⅝∫⅛↑≤⇔●▬♪ꜝ▬fi 2.0 ┼─ ≤⌂╢↓≤≢⁸↕╠

⌂╢ ─ ⌐≈⌂⅜╢↓≤╩ ∆╢⁹ 

 

おわりに 

DX ─ ⅝ ≤ ↄ ₐ ⇔™ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ⅛⇔√╕∟≠ↄ╡ₑ╩♥

⌐ⱴכ ≤ ⁸●▬♪ꜝ▬fi⌐╟╢ ╩ ⌂∫≡⅝√⁹≥─╟℮⌐₈ ⇔™

⌐⅔↑╢ ─ ╩ ⅛⇔√╕∟≠ↄ╡₉⌐ ╦╢⅛╩ ∆╢⁹ 

─ ≢│⁸ ⌐⅔™≡ⱦ☺Ⱡ☻♅ꜗ♇♩─ │ ∞ 24.6%≢№╢╙──⁸

◖꜡♫ ╛DX ─ ╣╩ ↑ ⌐♥꜠꞉כ◒ ⅜ ⇔≡⅝≡™╢xiii ⁹ ⌂

─ ⅜⌂ↄ⌂╢♥꜠꞉כ♦ꜝ◓≥◒כ◦ꜛfi ∆╢ ⅝ │⁸ ─ ─ ≤

⇔≡─ ╖⅜ ⅛∆ ≤⌂╢⁹∆⌂╦∟⁸ ≤ │ 5 ⌐ ─

⌐ ≤─ⱢⱩ ≤⇔≡─ ─ ≢№╢⁹ 

DX ─ ⅝ ≤ ↄ ─ │⁸ ─╟℮⌂ ≢ ≥ⱪ♇▪♩כ♃☻√⇔

╛ ─ ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi◖☻♩╩ →⁸ ─ ╩ ╛∆⌂≥

─ ╩ ∆╢ ╩ ╘≡™╢⁹ 

╕∟≠ↄ╡ ─ │⁸ ─ ⌐ ≢ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻╩ ∆

⅜№∫√⁹ ≤⇔≡ⱬ☻♩ⱪꜝ◒♥▫☻─ ה ⁸●▬♪ꜝ▬fi ה ⁸

⌐ ∂≡ ─ ╛ ╩ ⅎ╢ ╙ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹ ⌂ ╖⌐

≈™≡│ ─ ≢№╢⅜⁸ ⅎ┌⁸ ─╟℮⌂ ╖⅜ ⅎ╠╣╢⁹ 



 

- 46 - 

─▼ⱪ◌ⱨ♇▪♩כ♃☻ ⱷ♬ꜙכ─ ≈≤⇔≡⁸●▬♪ꜝ▬fi⌐ ╦∑√ ICT♠

ꜟכ ─√╘─ ☻ⱦכ◘╛ ╛ ⅛╠─ ™ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╛

╩≤⌂♩ⱬfi▬◒כ♩─ ∆╢↓≤≢╙ DX ─ ⅝ ≤ ↄ ─ │ ╗∞╤℮⁹ 

─ ⁸ ⌐ ═√╟℮⌐ ╙●▬♪ꜝ▬fi 2.0 ─ ⌐ ╡ ╪≢™⅝

√™≤ ⅎ≡™╢⁹ 

⌐⌂∫√⅜⁸⌂⅛⌂⅛╕≤╕╠⌂™ ⌐ ↄⱨ▫כ♪Ᵽ♇◒╩™√∞™√URC

─ ⁸ ⁸ ⌐ ™√∞™√ 6 ⁸⅔╟┘꞉כ◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩ꜝⱲ≢

⌐ ⇔≡ↄ╣√ⱷfiⱣכ⌐│ ⇔√™⁹ 

 

 

 

i   ꜘⱨכ 2020 10 1 ╟╡⁸ ≤ ⌐ ╦╣⌂™ ⇔™ ⅝ ┼≤  

https://about.yahoo.co.jp/pr/release/2020/07/15a/  
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iii  Ⱪ꜡כ◌꜠☻ ≤│ https://scblab.jp/sionet - n.html  
iv   ╛ ⁸⸗ⱡ≈⌂→   2020/5/10  

 https://www.nishinippon.co.jp/item/n/607047/  
v  ₈ 29 ₉ 
vi   ₈ ┘ ( )₉ 
vii  ⌐ ∆╢ Ɽכ♁ꜟ  
viii  ⱷfiⱣכ┼─ⱥ▪ꜞfi◓⌐╟╡◐כ꞉כ♪  
ix   ⱷfiⱣכ─ⱪ꜡☺▼◒♩ ⌐╟╡ ─ ╩  
x   https://ericadhawan.com/wp - content/uploads/2021/05/The - Digital - Communication- Crisis.pdf  
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xiii  Chatwork 2022 12  
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